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　 ＊ 高 度 成 長 を可 能 に させ た韓国型経済 シ ス テ ム

　 　 → 1990ff代 の 変 化

　  強 い 成 長 志 向 を もっ 国 家 に よ る 5 力 年計画 ・選択

的 産業 政 策 → 選 択 的 崖 業 政 策 の 放棄

　  政 府 に統 制 され 産 業 発展 と い う 目的 に 奉仕 し た 金

融 シ ス テ ム → 金 融 の 自 出化 ・国 際化、対外借入 の 自由

化

　  高 度 成 長 と重 化 学 工 業 化 を 担 っ た 財閥 と い う 企 業

シ ス テ ム 　 → 直接 金融 の 拡 大、政 府 規制緩和 ・拡大志

向

　　 → 90年 代 中 盤 の こ の 変化 に よ り、脆弱 な 監 督体制

の 下 で の 金 融 機 関 の 過 剰借入 と 、政府 の 統制か ら抜 け

出 した 財 閥 の 過 剰投 資 ・過剰多角化が 進行 し、危 機 の

引 き金 と な っ た，、

2．金大中政権 の 経済政策

〔1） 経 済 危 機 克 服 の た め の 4 大課 題

　
・金 融 改 革 ：BIS 基 準 の 厳 守 ・5銀 行清算 ・2 銀 行

海 外売 却 ・大型 合 fj「

　 ・財 閥 改 革 ：負 債 比 率を 99年末に 200％ 以 下 に、ビ

ッ グ デ ィ
…ル ・ワ ーク ア ウ ト

　 ・労 働改 吊 ：労 働 市場 の 柔軟 化 ・整 理 解雇制の 導 入

　 ・公 共部 門 改 1
「
II・

（2）DJnomics の 思 想 的 膏景　大 韓民国政府 個 民 と

共 に 明 F を開 く」1998年 。

　　　民 主 主 義 と市場経 済 の 並 行発展

　  IMF の コ ン デ ィ シ ョ ナ リテ ィ を 受け、貿易 ・投

資 ・為替取 引 ・資 本 取 引 の 自由化 。

　　　市 場 経 済 重 視 の 思 想 。

　  ド イツ の 秩序 自 出主 義の 言 及 ：

　　 李鎮 淳 （現 KDI 院 長〕 r経済改革論』 比峰出版社、

1995年。

　　
・1998年 1月に 「労使政委員会一の 出帆。

　　 労紐 も 含め た社会的合意機構 の 組織化。労組の 数

度 の 離 脱 に も か かわ らず、労使政委の 法制度化に 発展。

　 ＊ 金 大 中政 権 の 経 済 思想 は、上 記 の 1「i場経済重視の

側 面 と社 会 的 合 意 主 義重 視 の 二 っ の 側而か らな る。

韓国 の経済発展 と儒教理念

　 20世 紀 に 入 っ て 韓 国 は、政 治 ・経 済 ・社 会 の あ らゆ

る 分 野 に お い て 急速 な変 化 と再 編 成 を経 験 して き た。

韓国 は 、1910年 に 大 韓 帝 国 の 没 落 と共 に 口 本 の 植 民地

統治 下 に 入 っ た Lt そ れ に よって、こ れ まで 数
一
「
’
午 に わ

た っ て 維持 して きた 伝 統 社 会 が 近 代 化 され、か っ 近 代

化 過 程の 相当部分 を 日本 か ら 受 け た、、また、開 放 の 後、

韓国は、米軍政
．．
ドの もとで 世 界資 本 主 義 体 制 に編 入 さ

れ、資本主 義 と 民 二1ヨ 義 の 制 度 を 導 入 して きた。特 に、

1960年代に 入 っ て 韓国 は、世界 資 本 卞義 の 分 業体系へ

積極 的 に 参加 す る こ とに よ って、海 外 貿 易 の 拡 大 と そ

れ に よ る 急速 な 経 済成 長 を 実 現 す る こ とが で き た。
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　か か る過程に お い て 、韓国 は、四 洋 の 制度 を積極的

導 人 し た だ け で な く、西 洋 化 され た 知 識人 と社会改革

家 た ち に よ って 西 洋．文化 が 速 や か に 韓国社会 に 伝播さ

れ た。し か し、か か る 西 洋 文化 の 急 速 な 流入 と波及 に

もか か わ らず、現 在 の 韓国社 会 で は、政治 ・
経済 ・社

会 な ど、あら ゆ る 分野 に お い て伝 統 的な 儒教の 理 念 と

価値観が 残 っ て お り、そ の 影響 力 は未 だ に 大きい 。 そ

の た め に、社会組 織 の み な らず政治 形態や 経済行為、

そ して 韓国 人 の 価値 観 な ど を説 明す る場合で も儒教的

伝統 の 重要性 が 常 に 強 調 され る の で あ る 。

　本 報告は 、韓国 の 社会全般 に わ た る発 展 過 程 の 中で、
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経済発展に 対す る儒教の 役割 に 関 して 論議す る もの で

あ る。20世 紀前半期の 韓国 は、植民 統治、開放、韓国

戦争に よ る混 乱や 復 旧 などに よ っ て 、経済は 足踏み 状

態で あ．。た。1960年代初期か ら 始ま っ た韓国 の経済成

長率 は、1960〜1993年間 に 年率9，7％ に 達 し、世界の

中所 得 国 平均4．8％ の 2倍も超え る 高率を記 録 した。

また、この よ う に高い 経済成 長 に もか か わ らず、韓国

経 済は、経 済発展 の 初 期 か ら所 得分 配 が か な り平等化

して き た とい う特 徴を 持って い た。韓国 の 目覚ま しい

経 済発 展 を 口］
』
能 に した の は、高い 国 内貯蓄率 と進学率、

そ して 政 府 の 効 率的 な政策運営などの 要閃 が あ っ た か

らで あ る。

　 しか し、これ らの 諸要因 が如何 に して 韓国 経済 の 発

展 過 程 に 現 れ た か。この 問 題を 説 明す るた め に は 、何

よ り も韓 国 の 儒 教 的 伝 統 と理 念を 埋 解せ ね ば な ら な い。

す な わ ち、韓 国 の 経 済 発展 の 初 期 状 況 （低 い 家計所得、

大 きな リス ク と不 確 実 性 の 蔓延、金 融 的 抑圧 に よ る マ

イナ ス の 実 質 利 子 率 な ど） の 中か ら高 い 貯蓄が可 能で

あ っ た 原 因は、儒 教 の 「節用 精神」 か ら探す こ とがで

きよ う。また、低い 家 計 所 得 と期 待賃金 の もとで も学

問を 重 視す る儒 教 の 伝 統 的 習 慣か ら あ らわ れ る高 い 進

学率、家 族 キ 義 か ら 出発 した 社会共 同体精神 に 基づ く

平 等 な所 得 分 配、民 本 主 義 に も とつ い た政府 と テ ク ノ

ク ラートな らび に、あ ら ゆ る段階 の競争的試験を通 じ

て 選 抜 され た エ リート官僚 に よ って 主導され る経済政

策 な どは、韓 国 の 伝統文 化で あ る儒教で な ければ説明

しきれ ない 要 素 で あ る。

　　
・
方、韓 国 経 済 は、東 ア ジ ア の儒教 国が もっ 上述 の

共 通 的 特 徴 以 外 に も様 々 な特徴を持 っ て い る．歴史的

にみ た 場 合、朝 鮮 朝 の 儒教 は、と くに 現代教育 に 大き

な影響 を 及 ぼ した。朱 r一学に 某礎をおい た
一
節義派」

に よ っ て 発 展 させ られ て き た朝鮮朝 の 儒教は、人間の

内 面的 「性 情」 と道 徳的価値 の 問題 を重視 し、特 に 教

育 の 重要 性 を強調 した。教育を受けた朝鮮朝 の 儒学者

集 団 が テ ク ノ ク ラ
ー

トの排出と 教育の 機能 を担当 して

き た の で あ る。

　こ の 儒学者集団は、い ま な お韓 国社会に 残 っ て お り、

大学 と言 論が 教 育 を担 当 し、官僚 を輩 出す る 貯水池の
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役割 を担当 して い る、、した が っ て 、韓国の 中で 教育は、

社会的身分上昇 の 主要 な 方法 と して 驚 くほ どの 教 育熱

を呼 び起 こ して きた 。 当然 の こ と なが ら高 い 教 育 熱 の

結果と して 、韓国経済は、労働集約的産 業か ら資 本 集

約的産 業へ 、ま た技術集約的産 業へ と移 彳亅
．
す る庠 業 構

造 の 転換 に 大き く寄与 して い る 。 しか し、精 神 的 世 界

を強調 して きた朝鮮朝儒教の 影響を 受 けて、韓国 の 教

育 は、伝統的に 文科 を 重 視す る一
方、経営や 工 学系の

よ うな 実用的学問は それ ほ ど重 視 しなか っ た 。 そ の た

め に、今 凵の 韓国は、文科系が 大 き な比 重 を 占め、投

資的 な観点 か らみ て 訓効率な 教育 休系 に も な っ て い る。

　
．一

方、朝鮮朝 の 儒教 は、人問の 本 性を 追 求 し、そ れ

に 基づ く彳∫動規範 と して 「礼学一が 発展 した。社 会 制

度 の厳格化と 思想的権威
．｝，．x を 強調す る礼学 の 発展 は、

「朱 丁
．
家礼一を 強調す る よ う に な っ た、， 最近、韓 国 社

会で 行われ る 礼式の 盛況は、R己 誇示 の 形態 に 変 質 し、

虚礼虚飾 が社会的に 蔓延す る傾向 をみ せ て い る 。 こ の

よ うな 虚礼と過消費に よ っ て 、最近 の 韓 国 は、貯 蓄 率

が他 の ア ジ ア 諸国に 比べ て 低 く、か つ 国内投資率 に も

満たない 状況に な っ て い る ． した が っ て、経済成 長の

ため の 投資の
・
部 は、外国資本 に 依存せ ざる を得ず、

外債 が 累積 した 結果、今回の 経済危 機 に 直面 した の で

ある。

　朝鮮朝 の 節義派た ち は、儒 教 の 止 統 的 精 神 に強 く、

孔 舌 思想が 朝鮮」二：朝の 理 念 と社会 制度 の 核心 を な して

きた。閉鎖的社会内で 限定 され た 経 済 的 利 益 配 分 の た

め に 朝鮮朝の 儒教は、厳 格 な身 分 制 度 と孔 孟 の 「差別

愛 主 義 1に 基 づ く長 了
．
相 続 の 世 襲 制 度 を強 調 して き た．＝

か か る 琿 念 と習慣が、現 代韓 国 社 会 に継 承 され た た め

に 、社会 全体の 共 同意 識 は、儒 教 圏 国 家 の 中で 最も弱

い 国と な っ て い る 。 特 に現 代 韓 国 社 会 は、西 洋 の個 人

一↑．義的文 化 と儒教 の 家 族 主義 とが 結 合 され なが ら、家

族利 己 主 義 が 強 化 され る傾 向 さえ 現れ て い る u また、

長 了
．
相 続 の 世 襲 制 度 は、韓国 経済 の あ ら ゆる 分野 に 根

を お ろ して お り、財閥 と い う独特な企業組織 を形成す

るよ う に も なった。

　欧米社会 は、個 人主 義 と社 会契約 と い う理念 ・価値

観に 基 づ い た 市場経 済 制 度 を、市 民社 会に よ って、1卜
．
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か ら 1 発展 させ て き た。これ と は 対照 的 に 、韓 国 の 市

場 経 済 制 度 は、経 済 発展 の た め に は 市場 経済制度以 外

に 解 決 の 方 途 が な い とす る政府 に よ っ て 、「Hか ら 」導

入 され た制 度 で あ る。したが っ て 、iliza機能 が 円 滑 に

働 か な い か 、ある い は 国家 の 最優 先目標 が 経 済
．
発展 以

外 の もの （政 治 や 安保 な ど11へ と移 動 した 場 合、韓 国

の 市場 経 済は 、政府 の 介人 を簡単 に 認 め ざ る を得 な い

とい う脆 弱 性 を も っ て い る。ま た、市場 経済制 度 の 導

入 に よ っ て 政 府 と企 業 の 癒着が 必 然的 に 発生 し、癒 着

過 程 で は 縁 故 主 義が 登 場せ ざる を得 な い と い う特 徴 も

持．っ て い る。

　 した が って、韓 国 経 済発展に 直 ・間 接的 に 影響 を 与

え て き た 儒教 が、韓国 の 先 進 国 化 に 肯定的 な役割 を果

たす た め に は、次 の よ うな 選 択に 迫 られ よ う 。 す なわ

ち、韓国 の 儒教 は、「闘異 端論 1 に 基 づ く閉鎖的儒教

か ら脱 皮 して 新 しい 変化に 適応 しな が ら韓国社会を牽

引す る 新 しい 儒教 と して 「温故而知新一の 儒教へ と着

替 え る か、さ も な けれ ば、韓国の 伝統的儒教を 前近代

的 な遺 物 と して歴 史の 舞台か ら一
掃 し、韓国社会を 西

洋的個 人主 義 と 合理 性 の 理念や 価値観 に ゆだ ね るの か 、

の ど ち らか を選択 しな ければな らな い 状況に 直面 して

い る 。
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